
動
費
は
、小
学
校
で
１
千
５

１
０
円
、中
学
校
で
２
千
１

８
０
円
で
す
。
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
は
、小
学
校

が
１
万
９
千
９
０
０
円
、
中

学
校
が
２
万
２
千
９
０
０
円

で
す
。修
学
旅
行
費
は
、小
学

学
校
が
２
万
６
０
０
円
、
中

学
校
が
５
万
５
千
７
０
０
円

で
す
。

　

申
請
者
の
所
得
額
に
一
定

の
率
を
掛
け
て
算
出
し
た
額

が
、
生
活
保
護
基
準
額
未
満

か
ど
う
か
で
、
援
助
す
る
か

否
か
を
決
定
す
る
の
で
す
が
、

市
の
場
合
は
そ
の
一
定
の
率

と
し
て
、
1.2
と
い
う
数
字
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
率
は
、
近
隣
市
町
と

比
べ
る
と
厳
し
い
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
が
、
市
の
場
合
は
、

基
準
と
し
て
捉
え
る
数
値
が

給
与
の
所
得
額
で
す
。
近
隣

の
市
町
で
は
、
所
得
額
で
は

な
く
収
入
額
を
基
準
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
は

当
市
の
方
が
手
厚
く
な
っ
て

お
り
、
受
給
者
に
有
利
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
義
務
教
育
の
場
で
家

庭
の
私
費
負
担
が
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が

ど
う
か
。

A
教
育
長　

法
規
に
あ
る
、

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

就
学
支
援
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
柔
軟
に
、

き
め
細
か
く
対
処
す
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

 ●

カ
ー
フ
ュ
ー
の
弾
力
的
運

用
に
つ
い
て

Q　
本
年
３
月
31
日
よ
り

離
着
陸
制
限
（
カ
ー
フ

ュ
ー
）
の
弾
力
的
運
用
が
開

始
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
の
カ

ー
フ
ュ
ー
内
の
運
航
状
況
は

ど
う
か
。

A
市
長　

現
在
ま
で
便
数

で
31
便
、
出
発
が
12
便
、

到
着
便
で
19
便
で
す
。

　

月
別
に
は
４
月
が
１
便
、

５
月
が
５
便
、
６
月
が
５
便
、

７
月
が
７
便
、
８
月
が
６
便
、

９
月
が
４
便
、
11
月
が
３
便

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
カ
ー
フ
ュ
ー
内
の
運

航
発
生
時
間
の
状
況
は

ど
う
か
。

A
総
務
部
長
　
午
後
11
時

２
分
か
ら
午
後
11
時
58

分
ま
で
の
運
航
で
あ
り
、
午

後
11
時
30
分
ま
で
の
前
半
の

運
用
が
21
便
、
そ
の
後
の
運

用
が
10
便
で
し
た
。

Q　
カ
ー
フ
ュ
ー
内
の
運

航
の
主
な
原
因
は
何
か
。

A
総
務
部
長　

他
空
港
の

悪
天
候
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
く
、
21
便
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
空
域
使

用
制
限
４
便
、
急
病
人
発
生

４
便
、
滑
走
路
閉
鎖
１
便
、

空
港
閉
鎖
１
便
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Q　
そ
の
中
で
、
同
じ
航

空
会
社
が
何
度
も
カ
ー

フ
ュ
ー
内
運
航
し
て
い
る
こ

と
は
な
い
の
か
。

A
総
務
部
長　

複
数
回
運

用
し
た
航
空
会
社
は
、

５
社
ご
ざ
い
ま
す
。
９
回
が
、

１
社
。
こ
れ
は
全
日
本
空
輸
。

５
回
が
、
２
社
、
日
本
航
空

と
中
国
国
際
航
空
で
す
。
２

回
が
、
２
社
、
エ
ア
ア
ジ
ア
・

ジ
ャ
パ
ン
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航

空
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
一
の
航
空
機
が
複
数
回

運
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
回
運
用
が

エ
ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
、

エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
、
日
本
航

空
の
３
便
で
す
。
３
回
運
用

は
、
全
日
本
空
輸
、
中
国
国

際
航
空
の
２
便
、
４
回
運
用

が
全
日
本
空
輸
１
便
で
す
。

Q　
カ
ー
フ
ュ
ー
内
運
航

し
た
航
空
機
に
対
し
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
航
空

会
社
か
ら
通
常
の
離
着
陸
料

の
倍
額
を
徴
収
し
、
周
辺
市

町
で
あ
る
６
市
町
に
均
等
に

配
分
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

１
機
当
た
り
の
ペ
ナ
ル
ティ
ー

の
金
額
は
ど
の
程
度
か
、
ま

た
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
料
の
分

配
の
金
額
と
時
期
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

１
機
当
た

り
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
額

は
実
績
額
の
確
定
し
て
い
る

８
月
末
ま
で
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
34
万
円
で
す
。

　

山
武
市
に
配
分
さ
れ
る
額

と
時
期
は
、
３
月
か
ら
８
月

ま
で
の
実
績
に
よ
る
配
分
は

９
月
末
、
９
月
か
ら
翌
年
２

月
末
ま
で
の
実
績
に
よ
る
配

分
は
３
月
末
に
予
定
を
さ
れ

て
お
り
、
既
に
９
月
末
に

１
３
５
万
６
千
円
の
配
分
が

あ
り
ま
す
。

Q　
そ
の
使
途
は
全
額
騒

音
対
策
ま
た
は
地
域
振

興
に
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う

使
お
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長　

具
体
的
に

は
、
騒
音
直
下
の
住
民

か
ら
要
望
の
出
て
い
る
新
た

な
事
業
、
特
に
エ
ア
コ
ン
設

置
に
係
る
助
成
事
業
等
に
優

先
的
に
充
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Q　
現
在
第
１
種
区
域
隣

接
地
域
の
世
帯
に
エ
ア

コ
ン
の
設
置
に
あ
た
っ
て
助

成
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
エ
リ
ア
に
エ
ア
コ
ン

設
置
の
助
成
を
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。

A
総
務
部
長　

そ
の
と
お

り
で
す
。

 ●

成
田
空
港
関
連
の
団
体
、

協
議
会
に
つ
い
て

Q　
市
長
は
市
の
代
表
と

し
て
、
空
港
関
連
の
様

々
な
協
議
会
や
団
体
等
の
構

成
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
り
、

各
会
議
に
参
加
さ
れ
て
い
る

が
、
参
加
さ
れ
て
思
う
こ
と

に
つ
い
て
率
直
に
ど
う
か
。

A
市
長　

成
田
空
港
が
で

き
て
か
ら
、
地
域
の
皆

様
と
の
共
生
と
い
う
こ
と
で
、

成
田
空
港
が
地
域
と
と
も
に

存
続
す
る
空
港
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、様
々
な
意
見
の
交
換
・

調
整
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置

さ
れ
た
会
議
が
果
た
し
て
き

た
役
割
は
大
変
大
き
い
も
の

が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
私
が
参
加
し
た

の
は
合
併
以
後
で
、

そ
の
中
で
感
じ
る

こ
と
は
２
つ
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
か

な
り
形
式
的
に
な

っ
て
き
て
い
る
か

な
と
い
う
こ
と
、

も
う
１
つ
は
、
会

議
は
成
田
市
、
芝

山
町
が
中
心
で
あ

る
と
い
う
２
つ
が
、

本
当
に
率
直
な
と

こ
ろ
で
す
。

　
個
人
質
問

小野﨑正喜 議員 
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